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  主な追加事業・減額事業
○基金積立金の増額（財政調整基金、減債基金積立金、坂祝町教育施設整備基金）
  （町税の増額及び地方交付税の再算定による増額、各事業の実績見込みによる） ・・・・・・・・・ １，７３８万円
○企業版ふるさと納税事業の増額 （企業版ふるさと納税基金への積立て） ・・・・・・・・・・ １，２２０万円
○定額減税補足給付金（調整給付）事業の減額 （事業完了による扶助費等の減） ・・・・・・・・ △ ５０４万円
○新たな住民税非課税・均等割のみ課税世帯に対する給付金事業の減額
  （事業完了による扶助費等の減） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ △ ７３３万円
○国民健康保険特別会計繰出金の減額  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ △ ６６０万円
○保育措置事業の増額（人事院勧告に伴う公定価格の単価増額などによる増） ・・・・・・・・・ １，３５５万円
○定期予防接種の減額 （コロナワクチン予防接種実績による減） ・・・・・・・・・・・・・・ △ ７９２万円
○都市計画策定等委託事業の減額 （実績による減） ・・・・・・・・・・・・・・・・・ △ １，２３０万円
○放課後児童健全育成事業の減額 （実績による減） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ △ ５０２万円

令和 6 年度 坂祝町一般会計補正予算（第 9 号） 5,546万円減

2 月 17 日 ( 月 )、議会改革・活性化特別委員会の主催により「パ
ワーハラスメント防止研修」を開催しました。

本研修は、これまで個々に行っていた研修を、講師をお招きし
集合形式で実施することで、共通理解を深める機会としました。
講師には、一般社団法人ぎふケアマネジメントネットワーク代表
理事の臼井潤一郎氏をお迎えし、「ハラスメントがなくならない
理由」「評価基準と実例」「パワハラの具体例」「ハラスメントの
社会的な変化」の主に 4 つのテーマでご講義いただきました。実際の事例を交えながら、基準の曖昧
さや組織内での対応の重要性について説明があり、特に「ハラスメントは知らない、学んでいないこ
とが根本原因」という指摘が印象的でした。 

今後も、議会として学びを深め、公正で信頼される活動を推進してまいります。 

3 月 8 日 ( 土 ) 公民館まつりにおいて、広く町民の皆様からのご意見をいただく目的で「議会しゃべ
り場」を開催しました。お気軽にお寄りいただき熱心なご意見を多数いただきました。大変ありがと
うございました。当日は、次のようなご意見が寄せられました。

1. ほぎもんバスの停留所を増やす等して利便性を更に上げてほしい
2. 公共施設のトイレについて、ベビーキープなど子連れでも
　利用しやすい工夫がほしい
3. 親子連れで集まれる公園や大型アスレチックのような遊具が
　ほしい
4. 空き家の有効活用をしてほしいなど

今後の議会活動に活かしてまいりますので、次の機会にも是非
皆様のご意見ご要望をお寄せください。

議員研修会 『パワーハラスメント防止研修』を開催

公民館まつりで 『議会しゃべり場』を開催

▲ 受講した議員と町執行部（課長以上）の皆さん
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